
試験研究成果 畜産 １６

新技術 ・情 報名 ウエットフィーディ
豚舎内衛生環境改善

ングによる

豚 飼養管理

分類 ①

1．成果の内容

１）技術・情報の内容及び特徴

肥育豚に対しウエットフィーディングを実施することで，豚舎内の衛

生環境が改善され，慢性呼吸器系疾病の発生が抑えられ，１日増体量が

向上することを明らかにした。

（１）豚房内浮遊塵換堂及び落下細菌数は，ウエットタイプが，マッシュ及

びペレットタイプに比べ１０～２０％少ない。

（２）マッシュタイプは，飼料の食べこぼしが多く，床面塵喚量が多い。

（３）発育成績は，ウエットタイプが１日増体量で約７０９，１０５kg到達日齢

で約１０日良好である。

（４）と体の呼吸器系病変の発現率は，ウエットタイプが少なく，マッシュ

及びペレットタイプの１/2～１/3程度の発現率である。

（５）と体成績については有意な差は見られないが，ウエットタイプは発育

が速いため，背脂肪が若干厚くなる傾向がある。

2)技術・情報の適用効果

豚舎内衛生環境の改善及び肥育豚の生産性の向上。

3)適用範囲

県下全域の養豚農家

4)成果の利活用・普及指導上の留意点

（１）ウエットフイーダーには種類が多く，利用に際しては食べ残しの出な

いように飼料落下量等を調整する。

（２）枝肉が厚脂になる傾向があるので，肥育後期の飼料給与には注意し，

制限給餌や飼料の養分量調整を行う。

（３）ペレットタイプは，飼料単価では２円程度高いがこぼれが少なく飼料

利用性が良く経済性が優れているので今後はウエットフィーダーでの利

用も可能である。
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注）①調査頭数は各区２４頭（と１体調査は各区１６頭）。

②と体病変は（病変頭数／調査頭数）Ｘ100%，NPSはマイコフ・ラズ,ﾏ性肺炎。
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